
〈目　　次〉

巻頭言　　佐々木　猛也 ………………………………………………………………… １

〈特集〉　第4回「原発と人権」全国研究・市民交流集会in福島

　　　　第4分科会「核兵器と原発」

　　開会あいさつと問題提起　　大久保　賢一 ……………………………………… ５

　　報告とパネルディスカッション（要旨）

　　【基調講演】「日本の核のトリレンマ」　　鈴木　達治郎 ………………………… ７

　　【パネルディスカッション】

　　≪報告1≫核兵器禁止条約（TPNW）と「原子力の平和利用」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　寿則 …………………………… 21

　　≪報告2≫在韓被爆者の方々をはじめとする東アジアの人々との連帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　雅義 …………………………… 25

　　≪報告3≫核兵器・原発廃絶運動と平和・人権教育　　山根　和代 …………… 28

　　≪総括コメント≫　　鈴木　達治郎 ……………………………………………… 30

　　≪意見交換≫ ………………………………………………………………………… 32

　　まとめと閉会挨拶　　内藤　雅義 ………………………………………………… 40

連載　解説・核兵器禁止条約（TPNW）　【第２回】

　　　被害者の援助及び環境の回復について　　山田　寿則 ……………………… 42

日本国際法律家協会と私　　大久保　賢一 ……………………………………………… 46

《NEW FACE》 【第19回】　　矢作　陽司 ………………………………………………… 50

反核法律家　第 97 号（2018 年　冬号）

2018 年 12 月 20日　発行

編集・発行：核兵器の廃絶をめざす日本法律家協会
　　　　　　（略称：日本反核法律家協会）
　　　　　　Japan  Association  of  Lawyers　Against　Nuclear　Arms（JALANA）

　　　　　　（事務所）〒160-0007　東京都新宿区荒木町 20-4 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリーディオ四谷三丁目 906
　　　　　　（連絡先事務局）〒359-0044　埼玉県所沢市松葉町 11-9 ピースセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保賢一法律事務所
　　　　　　　　　　　　　℡ 04-2998-2866（代）   fax 04-2998-2868
　　　　　　URL：http://www.hankaku-j.org/　　e-mail：hankaku@hankaku-j.org

発行責任者：佐々木猛也

印刷・製本：有限会社　研文社

～　編集部より　～

　本年7月28・29日に行われた第4回「原発と人権」全国研究・市民交流集会の当会
分科会「核兵器と原発」の特集をお届けします。分科会の内容を改めてふりかえって
みると、実はとてもシンプルなこと、私たちは平和のうちに生きる権利を実現しよう
としているだけなのだ、ということに気づかされます。
　今年1年、情勢は大きく変化しました。歴史的な南北・米朝首脳会談を経て、一触
即発の危機はひとまず遠のき、非核化への道筋がつけられようとする一方、韓国大法
院の「徴用工」判決、韓国政府による「和解・癒し財団」解散に対して日本政府は「あ
り得ない」などと発言。植民地支配に対する真摯な反省と謝罪を欠いたまま、国家主
権を認めぬ「上から目線」外交の矛盾が噴出しています。
　次号では2018年度総会の内容とともに、意見交換会「朝鮮半島の非核化のために」
の模様をご紹介します。私たちのとりくむべき課題について示唆に富むものとなるこ
と請け合いです。
　皆様にはどうぞ佳い年をお迎えください。　　　　　　　　　　　　　　　　（恭）
　
本誌に皆様のご意見・ご感想をお寄せください。また、投稿大歓迎です。投稿ご希望
の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡願います。

次号（第 98 号　2019 年春号）予告
特集　2018 総会・意見交換会「朝鮮半島の非核化のために」　外


